
 1

北九州市立障害者施設 第１回指定管理者検討会 会議録 

 
 
１ 開催日時   令和２年５月２５日（月）１７：５５～１８：４５ 
 
２ 場  所   総合保健福祉センター ６階 視聴覚室 
 
３ 出 席 者   （検討会構成員等）髙橋構成員（座長）、高口構成員、 

松木構成員、森構成員 
         （事務局）保健福祉局障害者支援課長、施設管理担当係長、 

他１名 
        
 
４ 会議内容 
 〇 当日の配布資料・議事次第等について、事務局より説明。 
〇 構成員の互選により、座長を選出 
〇 検討会の位置づけ及び検討会の進め方等について、事務局より説明。 
 

（１）条件付き公募方式採用の妥当性について 

〇 施設の管理運営に関する要求水準及び条件付き公募方式採用の理由等について 
事務局より説明。 

＜質疑応答＞ 
 

   （構 成 員）両施設とも利用者の意見はどのようなものか。 
（事 務 局）令和元年度の指定管理者評価の際の利用者満足度によると、門 

司障害者地域活動センターの、「良い」と「まあまあ良い」の合計 
が８９．４％で、高い満足度になっている。小倉南障害者地域活動 
センターにおいても、８８．８％と、こちらも満足度は高い状況で 
ある。 

 
（構 成 員）職員の定着率はどうか。毎年入れ替わりがある状況か。 
（事 務 局）職員が激しく入れ替わっているとは聞いていない。 
 
（構 成 員）利用者との継続的な信頼関係が必要という点で、利用者は短期間 

の利用になるのか、それとも５年、１０年といった長期間の利用に 
なるのか教えてほしい。 

（事 務 局）両施設とも入所施設であるが、利用者は地域で在宅生活している 
      中で、親の高齢化の問題や障害の重さを理由に、一定期間入所し 
      て支援を受けている現状である。ほどんどの利用者が長期間の入所 

であり、特に、門司障害者地域活動センターにおいては、知的障害 
のかなり重い方や強度行動障害のある方が入所しているため、支援 
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員が長期間支援を続けていく中で、利用者との信頼関係はとくに必 
要であると考えている。 

 
（構 成 員）人材について高度な専門性がとくに必要とあるが、職員の研修や 

専門職の採用はどのような状況か。 
（事 務 局）ＯＴやＰＴ、ＰＳＷといった医療技術職については資料の配職員 

置状況のとおりである。研修については、それぞれ積極的に内部研 
修を実施したり、外部研修に参加するなど、職員のキャリアアップ 
に取り組んでいると聞いている。 
 

   （構 成 員）それぞれ入所機能があり、条件付きとすることで問題がないと思 
うが、入所サービスの中で、施設入所支援と生活介護（入所）の利 
用者数の違いを教えてほしい。 

（事 務 局）施設入所支援は、夜の支援、つまり「住まい」の支援である。一 
方、生活介護は日中活動の中でのサービスである。入所の利用者に 
は生活介護のサービスも受ける方がおり、それぞれの利用者の延べ 
人数が、小倉南障害者地域活動センターでは、施設入所支援が１４， 
１３１人、生活介護（入所）が１０，４５３人ということである。 

 
〇 構成員は質疑応答を受けて各自条件付き公募方式採用の妥当性の有無を記入し 
発表。その後、構成員全員で意見交換。 

 
①門司障害者地域活動センター 

（構 成 員）利用者の満足度も高く、各資料の内容からも「妥当性有り」とし

て問題ないと判断した。 
（構 成 員）「妥当性有り」として特に問題ないと考える。 
（構 成 員）入所施設であるので、継続的な支援が必要であると考える。よっ 

て「妥当性有り」とした。 
（構 成 員）平成１６年の設立当時から管理運営しており、指定管理者の評価 

は高く、利用者の満足度も高い。引き続き管理運営をさせても問題 
ないと考え、「妥当性有り」とした。 

  
 ②小倉南障害者地域活動センター 

（構 成 員）継続的に支援しており、利用者の満足度も高い。入所施設であり、 
継続的な支援が望ましいと考えるので、「妥当性有り」と判断する。 

（構 成 員）設立当初から管理運営しており、「妥当性有り」として問題ないと 
考える。 

（構 成 員）利用者の満足度も高く、各資料の内容からも「妥当性有り」とし 
て問題ないと判断した。 

  （構 成 員）長年支援を続けており、評価も高い。「妥当性有り」と判断する。 
 
〇 検討会の意見を受け、条件付き公募方式採用の妥当性の判断について、事務局よ 
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り説明。 
（事 務 局）両施設について、条件付き公募方式を採用することに「妥当性有 

り」との審査結果をいただいた。この結論を踏まえ、市として最終 
的な判断を行い、条件付き公募に必要な手続きを進めてまいりたい。  

 
 



 1

第２回 北九州市立障害者施設に係る指定管理者検討会 会議録 

 
１ 開催日時   令和２年１０月２６日（月）９：００～１２：１５ 
 
２ 場  所   総合保健福祉センター アシスト６階 視聴覚室 
 
３ 出 席 者   （検討会構成員等）高口構成員、髙橋構成員（座長）、 

松木構成員、森構成員 
         （事務局）保健福祉局障害者支援課長、施設管理担当係長、 

施設管理担当職員 
        
４ 会議内容 
（１）指定管理者候補の選定について 

○ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局から説明 

○ 指定管理者候補の選定基準、採点の注意事項等について、事務局から説明 

＜質疑なし＞ 
 

○ 申請団体から提案概要に関してヒアリング 

①浅野社会復帰センター 

（構 成 員）この２年当期損益がマイナスになっており、また今後５年間の収支

計画では、収入が一定なのに対し、人件費は毎年増加の見込みで、

収支差額は年々悪化する計画となっているが、納得した上の提案か。 
（申請団体）収入については、５年間、努力値込みの平均利用者数を用い、同一

人数で算出しているため同金額となっている。人件費はどうしても

上昇するものだが、職員異動や支出抑制の努力で費用圧縮を図りた

い。 
（構 成 員）人件費上昇の要因としてはスタッフの定着があると思うが、スタッ

フの定着率向上に向けた特徴的な取り組みはあるか。 
（申請団体）抽象的な言葉になるが、働きやすい職場をつくることを基本理念に

活動しており、施設に不満があり退職したスタッフがいるとは聞か

ない。 
（構 成 員）スタッフの定着率は利用者の満足度にも繋がると思う。説明にあっ

たメンター制度は、スタッフ定着率向上に貢献しているのか。 
（申請団体）メンター制度では、新規職員には同現場の職員が指導担当として付

き、現場の運用に関する引継ぎや、面談、先輩職員と一緒に支援に

取組む等のフォローを行っている。また、定期的に振り返りを行う

中で、今困っていること、成長できている点の確認、評価を実施す

る等、丁寧な教育を心掛けている。 
（構 成 員）一般就労が３１名ということで、大変素晴らしい成果を上げている。

どのような企業と、どのように連携しているのか。 
（申請団体）昨年度では、スーパー、介護施設、官公庁等。スーパー、販売関係
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と製造業が多い。最近では、食品容器を製造する会社が、コロナの

関係で需要が高まり、就職者がいた。特に「連携」ということでは

なく、当施設では「働く」ことに力を入れており、色々な企業と繋

がりを持ち、個々に合うところを見つけて、働き続けられるように

支援をしている。 
（構 成 員）それだけ様々な機関との繋がりとなるとなおのこと、これだけの定

着率を保つためには、市民や企業の方に精神障害に対する理解を促

す機会を工夫しているのだと思うが、エピソード等あれば伺いたい。 
（申請団体）例えば、いきなり雇用ではなく、実習から入ったりするのだが、こ

の段階で対象者の特性、苦手なこと、サポートして欲しい部分等に

ついて情報提供し、実際にやってみて難しい場合にはフォローアッ

プを行っている。最近一番苦労したのは、就職した後に、意外と難

しく、当施設のスタッフが週の半分以上就職先に通うことが１カ月

ほど続いたケース。その方はその後、今も働き続けている。 
 
②浅野工芸舎、洞海工芸舎、八幡東工芸舎、 

八幡西障害者地域活動センター、本城リサイクル工房 

（構 成 員）職員のジョブローテーションを開始したきっかけと、これによる具

体的効果を伺いたい。 
（申請団体）それまで、その時々の法人や本人の状況により、一つの部署に長く

所属することがあったが、多様な事業を持つ当法人の特徴を活かし、

多様な事業を多く経験し、法人及び事業への理解を促すことや、

様々な職員、上司と接する機会を持つことを目的に開始した取組み。

職員の声としては、各々の事業所の特性や、事業所の周辺との繋が

り等が理解できた、法人の持つ多様な機能を段階的に学ぶことがで

き、法人に大事に育ててもらっている実感を得ることができた等の

意見が寄せられており、今後も継続したいと思っている。 
（構 成 員）各々の施設の特徴、それに向けた取組みを教えていただきたい。例

えば、八幡西障害者地域活動センターであれば、農福連携を全面的

に取り入れている等。 
（申請団体）多機能型の施設がほとんどだが、この中でやっているプログラムは、

主には就労を中心とした支援、重度の障害を持つ方への生きがい創

出のような支援に分かれると思っている。浅野工芸舎は工賃が高く、

利用者は中軽度障害の方々が中心なので、就労、高工賃を打ち出し

ている。年齢を重ね、働き方が低下する方もいるので、そこを更に

サポートするような支援を行っている。洞海工芸舎は、インクル若

松という法人内別施設に作業の移管を行い工賃が低下したため、現

在工賃回復に取り組んでいる。また、精神障害の方が多く、細やか

な支援の必要がある施設。八幡東工芸舎は、法人内では地域の中核

的な施設と位置付けており、これを２０年間しっかり担って来た施

設。ここは重度な障害を持つ方が多いが、生活介護で働かなくてい

い、ではなくて、働ける人は働くという組み立てで運営している。



 3

また、地域との関係性を活かした取組みを行っている。八幡西障害

者地域活動センターについては委員のご理解のとおり。本城リサイ

クル工房については、労働法が適用される事業所であり、これを意

識しながら、環境の取組みにも配慮している。ここも年齢が高くな

ると労働力の低下が見られてくるので、そこをサポートしながら、

委託される作業をしっかりクリアしているところが特徴的。 
（構 成 員）収支計画書で、人件費が５年間一定だが。 
（申請団体）来年度報酬改定を控えており、収入を多く見積もることができず一

定となった中で、収入に見合う人件費割合を考慮した結果、一定金

額の見積りとなった。実態は多少異なると思う。 
（構 成 員）各事業所の利用者満足度の具体的数値と、利用者の声について伺い

たい。意思疎通が難しい方もいるとのことだが、そうした方にはど

のような方法でアンケートを実施しているのか。 
（申請団体）市が実施するアンケートを各事業所の満足度として反映させている。

コメントは一つずつ精査し、法人と各事業所が一体となり対応して

いる。例えば施設の老朽化については多く意見があるので、市と折

衝しながら、法人の負担で修繕したものもある。また、食事や行事

への関心が高い。行事は今年度はコロナの関係で中止せざるを得な

かったが、最近感染予防に配慮しながら外出活動を再開した。また、

食事は温かいもの、麺類が食べたいとの要望があり、昨年度から温

かいもの、今年は麺類の提供を開始した。このように利用者の声が

直接満足に繋がる改善に取り組んでいる。アンケート以外では、苦

情解決委員会を法人内に設置し、各事業所を訪問している。委員訪

問時は事業所長も席を外し、利用者だけの状況で直接委員とやり取

りしており、ここでも数多くの声が上がる。意思疎通が難しい方は、

最終的には個別対応になるが、法人全体で当事者活動を立ち上げて

いるほかに、各事業所に当事者活動を作っている。委員会、〇〇班

等の小グループに分けることで、意思疎通が難しい方の意見も汲み

取ることができる体制にしている。 
（構 成 員）２点お伺いしたい。１点目は、いくつもの施設を運営し、複数の事

業を持つことで生み出される相乗効果のようなものはあるか。２点

目は、職員の定着率が向上しているが、今後長期化に伴い、資格取

得だけでなく、更なる能力開発、人材開発・育成について施策が求

められて来ると思うが、その点について取組みや予定があるか。 
（申請団体）１点目について、例えば放課後等デイサービスについて、放課後等

デイサービスのあり方検討会を立ち上げ議論したり、今度実施を予

定のものだが、就労継続支援 B 型の工賃の上げ方、受託がほとんど

で自主事業が少ない状況からの脱却の方法等を議論していこうと

している。今回提案の５事業所だけではなく、法人全体として課題

を捉え解決に取り組むことが現在よくできていると自己評価して

いる。また、こうした協議に参加する中で、職員の視野が広がり、

うちの施設でも取り入れてみたい、といった声が上がるようになっ
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ており、こうしたことは相乗効果と言えるのではないか。２点目に

ついては、階層別研修を開き、各事業所長を呼び、そこでの事業の

取組み、苦労してきた点ややりがいなどを伝えてもらい、モチベー

ションの向上を図っている。また、精神・発達障害者の方を支援す

る具体的な支援方法の研修会を開いたり、また、法人内で放課後等

デイサービスや強度行動障害の方の支援のプロジェクトを立ち上

げ、その中でサービス向上のための検討を行う取り組みもしている。

また、現状に合ったより良いサービスを支援、育成する視点で人事

考課制度の見直しにも取り組んでいる。 
 

○ 構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自評価レベルを記入。集

計結果をもとに、構成員全員で意見交換し、再度確認した上で評価レベルを決定 

①浅野社会復帰センター 

（構 成 員）基本方針が具体的に分かりやすい言葉で書いてあり、利用者につい

ても分かりやすかった。職員の定着率も大変よく、積極的に運営に

参加し計画を一緒に練る姿なども見て取れ、良い施設だと感心した。 
（構 成 員）利用者との関わりがよく見える形で表現されてあった点、企業や地

域とのつながりがイメージできた点がよかった。資金運営に関する

不安は少し感じた。 
（構 成 員）利用者一人ひとりに合ったサービスの提供を行い、家族も含め、十

分に支援しようとしている。就職だけでなく、その後定着させるた

めのアフターフォローが充実している点が評価できる。 
 
協議の結果、 
浅野社会復帰センターの評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、基本方針は

４、（２）人的・財政基盤は４、（３）実績・経験は４、有効性（１）設置目的の

達成への取組は４、（２）利用者の満足度向上は３、効率性（３）指定管理料及

び収入は３、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は３、適正性（５）管理運

営体制は４、（６）平等利用等は４に決定。 
 
②浅野工芸舎、洞海工芸舎、八幡東工芸舎、 

八幡西障害者地域活動センター、本城リサイクル工房 

（構 成 員）効率性の評価に構成員ごとのブレがあるようだが、採点の視点をお

伺いしたい。 
（構 成 員）個々の事業だけを見て効率性の評価の判断が難しかったため、法人

全体としてのバックアップを期待しこの評価とした。 
（構 成 員）確かに、法人全体で十分カバーできるとは思うが、個々の事業を評

価するには判断材料となる記載が薄かったように思う。 
（構 成 員）毎年同じ金額で計画されていて、この部分から積極性は読み取れな

かった。ただ、財政基盤が大変充実した法人なので、これを効率性

に加味するかは私も判断に迷った。 
（構 成 員）この点数の開きは、法人全体を重視するか、個々の事業を評価した
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かの違いで、大きな見解の相違はないようなので、修正はなしでよ

ろしいか。 
＜構成員同意＞ 

（構 成 員）育成会診療所について説明があり、知的障害の方は受診が難しいと

聞くので、自分たちに課された課題を積極的に捉え、よく取り組ま

れたなと感心した。また、八幡西障害者地域活動センターは、自然

豊かな立地を活用し農福連携事業に取組んでおり、ものを育てて販

売まですることは大きな社会経験になると思うので、この事業は大

切にしてほしい。本城リサイクル工房では、最低賃金が保障され、

賞与もあり、住宅の補助手当も出ているようで、A 型事業所の運営

は大変だと思うが、働くことに特化した事業として上手く継続して

もらいたい。 
（構 成 員）法人としてのリスクマネジメント、スタッフ教育などがしっかり体

制化されていて非常に安定感を感じた。地域に向けた様々な働きか

けとして、啓発の手法に様々な工夫がされてあり、挑戦する姿が見

て取れた。本城リサイクル工房については、A 型の施設なので福祉

的サポートの要素が見えづらかったのが残念。 
（構 成 員）法人全体としての相乗効果や強みを生かし、これからもより良い支

援活動を行っていただきたい。農福連携事業のような耕作放棄地等

の社会問題もある中で、自分たちにできる社会貢献、社会課題への

チャレンジといった新しい試みを行っている点は非常に評価でき

ると感じ、今後にも期待したい。 
（構 成 員）全体的に安定しており、中期計画を立て一つひとつクリアしようと

する姿勢を評価した。また、自主事業を積極的に行い、事業自体を

自立させようとしている姿が見て取れ、その取組みが賃金にまで反

映できていない部分もあるが、前向きに努力している点を含め好感

を持った。今後もがんばっていただきたい。 
（構 成 員）正規職員の定着率が平成２６年度と比較しかなり向上しており、こ

の点も評価できる。 
（構 成 員）こちらは以前に指摘されている点のようだ。指摘された課題の解消

に取組み改善してくる姿勢も高評価。 
（構 成 員）職員に課されるものが多いようにも思うので、そうしたことも記載

できるといいのだが。 
（構 成 員）従業員満足度は現在離職率でしか判断できないので、そのような指

標があってもいいかもしれない。 
 構 成 員）付帯意見はないようだが、付帯意見まで言わなくても、取り組んで

ほしい点、注意してほしい点などあれば。 
（構 成 員）施設により若い職員が多い、人数が少ない等のばらつきが見られた

ので、施設の実態に則した職員配置について検討・工夫をしていた

だきたい。 
 
・協議の結果、 
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 浅野工芸舎の評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、基本方針は４、（２）

人的・財政基盤は５、（３）実績・経験は４、有効性（１）設置目的の達成への

取組は４、（２）利用者の満足度向上は４、効率性（３）指定管理料及び収入は

４、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は４、適正性（５）管理運営体制は

４、（６）平等利用等は４に決定。 
 
 洞海工芸舎の評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、基本方針は４、（２）

人的・財政基盤は５、（３）実績・経験は４、有効性（１）設置目的の達成への

取組は４、（２）利用者の満足度向上は４、効率性（３）指定管理料及び収入は

４、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は４、適正性（５）管理運営体制は

４、（６）平等利用等は４に決定。 
 
 八幡東工芸舎の評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、基本方針は４、（２）

人的・財政基盤は５、（３）実績・経験は４、有効性（１）設置目的の達成への

取組は４、（２）利用者の満足度向上は４、効率性（３）指定管理料及び収入は

４、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は４、適正性（５）管理運営体制は

４、（６）平等利用等は４に決定。 
 
 八幡西障害者地域活動センターの評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、

基本方針は４、（２）人的・財政基盤は５、（３）実績・経験は４、有効性（１）

設置目的の達成への取組は４、（２）利用者の満足度向上は４、効率性（３）指

定管理料及び収入は４、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は４、適正性（５）

管理運営体制は４、（６）平等利用等は４に決定。 
 
 本城リサイクル工房の評価レベルは、適正（１）管理運営の理念、基本方針は

４、（２）人的・財政基盤は５、（３）実績・経験は４、有効性（１）設置目的の

達成への取組は４、（２）利用者の満足度向上は４、効率性（３）指定管理料及

び収入は４、（４）収支計画の妥当性及び実現可能性は４、適正性（５）管理運

営体制は４、（６）平等利用等は４に決定。 
 

○ 意見交換を行った後、最終的な取りまとめを行い、検討会を終了 
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第３回 北九州市立障害者施設に係る指定管理者検討会 会議録 

 
１ 開催日時   令和２年１０月２７日（火）１７：００～１８：４５ 
 
２ 場  所   総合保健福祉センター アシスト６階 視聴覚室 
 
３ 出 席 者   （検討会構成員等）高口構成員、髙橋構成員（座長）、 

松木構成員、森構成員 
         （事務局）保健福祉局障害者支援課長、施設管理担当係長、 

施設管理担当職員 
        
４ 会議内容 
（１）指定管理者候補の選定について 

○ 当日の配布資料・議事次第等について、事務局から説明 

○ 指定管理者候補の選定基準、適否選択の注意事項等について、事務局から説明 

＜質疑なし＞ 
 

○ 申請団体から提案概要に関してヒアリング 

① 門司障害者地域活動センター 

（構 成 員）利用者満足度の数値目標が、就労支援、生活介護に比べ、入所は低

く設定されているが理由があるのか。 
（申請団体）意思決定支援が難しく、その支援が望まれているのかそうでないか

判断ができないことがあり、このような数値となった。 
（構 成 員）利用者工賃月額目標数値が、毎年 300 円ずつ上がる計画だが、根拠

ある数字か。過年度の実績を見ると、年度毎に波があるようだが。 
（申請団体）利用者工賃は、作業内容の整理を行う中で、利用者の作業収入は減

り、利用者の数は増えるという現象が起きており、一人あたりの単

価が低くなった。畑を返却したこと等から作物の収入がかなり減少

し、工賃全体も低下した経緯がある。今回の計画では、そうした波

がないように、少しずつ工賃を向上させる計画を立てた。 
（構 成 員）売り上げが毎年２０万円ずつ上昇する目標設定だが、工賃向上に比

例するものか。 
（申請団体）ご理解のとおり。 
（構 成 員）ホームページの充実を提案されているが、具体的にどのような情報

発信を行う予定か。 
（申請団体）ホームページの大幅な改正を予定している。ゆくゆくは、SNS も活

用し、情報発信を行う予定。 
（構 成 員）製品の思いや背景を語るようなページがあると、ブランド価値の創

出や販路開拓、製品単価向上等売り上げ目標の達成に繋がっていく

と思う。ぜひ、ホームページ、SNS での情報発信は強化していた

だきたい。 
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（構 成 員）職員の安定的な確保に向けかなり工夫をされたようだが、具体的に

職員が働きやすくなった等の反応が分かるようなデータはあるか。 
（申請団体）新人研修においてドリームマップ研修を導入し、これにより将来の

ビジョンが見えやすくなったとの声が寄せられている。また、職員

の定着率は一般的に高く維持できていると思う。実習生から、当施

設は雰囲気がいいとの評価があり、職員の利用者への接し方等に良

い変化をもたらしているのではないかと思う。ただし、年齢の高い

方の中途採用が増加しており、新人とはまた違う難しさがあるため、

この点は課題だと捉えている。特に今後は高齢の方の就職も増えて

くると思うので、この点も力を入れて取り組みたい。 
（申請団体）若い方への支援と言えば、近隣の児童養護施設の方が卒園後の生活

資金を蓄えるために当施設でアルバイトを行う仕組みがある。実際

アルバイトに来ていた方が、１年間当施設でアルバイトとして働く

中で、福祉に携わる仕事をしたい気持ちが高まったようで、当法人

で働くことになった。 
（構 成 員）職員の資質向上のために年間１００回の研修を設けているとのこと

だが、各職員は年間何回くらい研修を受けるのか。 
（構 成 員）法人全体研修等の大きな研修は年２～３回。研修ではないが、日々

の振り返りの中でのやりとりは大事にしている。 
（構 成 員）相談支援の充実について記載があるが、具体的に伺いたい。 
（申請団体）相談支援事業は兼任配置が一般的に多いが、当法人では独立した一

部門として専任を３名配置しており、この点は大きく充実させてい

る部分だと言える。この体制から、外部とのやり取りがかなり増え

ており、相談件数も増加している。収益につながらない部分にまで

踏み込んで相談をさせていただいている。 
 
① 小倉南障害者地域活動センター 

（構 成 員）ボランティア入門講座に参加される方々は、施設においてどのよう

なボランティアを実施しているのか。 
（申請団体）ボランティア入門講座は市民公開講座で当施設独自で開催している。

毎年３～５名の受講者がいる。修了者はどのボランティア団体に入

ることも自由で、当施設のみで活動をすることを前提としていない。

当施設で活動していただいているボランティアグループへの参加

の声掛けは行っており、昨年度５名の受講者は全員がこれに参加し、

現在も活動を続けていただいている。 
（構 成 員）車の運転前にアルコールチェックを行っているとのことだが、独特

な取り組みなのか。 
（申請団体）当法人では全施設運転前アルコールチェックを実施している。毎日

の利用者送迎前にアルコールチェックを行い、第三者による確認、

記録した上で運転の許可を出す仕組みになっている。 
（構 成 員）利用者の自己決定と自立、社会参加を大切にしているとのことだが、

他の法人・企業との連携について、具体的に利用者の地域との間に



 3

どのような繋がりがあるか伺いたい。 
（申請団体）当施設に留まらず様々な活動をしていきたいという本人・ご家族の

希望が多く、前月に次の月の活動内容をお知らせし、選んでいただ

けるようにしている。好きなプログラムがあるときだけの利用で良

く、自己の意思決定を大切にしながら利用していただくことを意識

している。また、通所・入所で自治会制度を設け、自治会と施設側

の対話を月に１回は必ず実施している。利用者の意見を取り入れ活

動プログラムを検討している。利用形態に関して他の法人の施設と

の連携は特段行っていない。障害の特性などを確実に繋げるための

連携という点では十分に実施している。企業との連携については、

就労継続支援 B 型の事業も行う中での連携や、職域を開拓するため

の連携は行っている。運営にあたっての他機関との連携は希薄かも

しれない。 
（構 成 員）過年度、入所の満足度が大きく向上しているが、どのような点が評

価されたと分析しているか。 
（申請団体）自治会制度の中で、自治体主催の事業を十分に取り入れている。入

所の利用者は行動が制限される面が多くあり、外出、食事に関心が

大きいが、これらについて、自治会から提案がされる。食事につい

て外注を希望されることが多い。こうした希望について月に１度の

自治会と施設との対話の中で十分に対応してきたことが評価に繋

がったのではないかと考えている。 
（構 成 員）一日平均利用者が毎年１～２名増加する計画となっているが、どの

ように達成しようと考えているか。 
（申請団体）主に特別支援学校との連携。当施設は放課後等デイサービス事業を

実施しており、小学校１年生から高校３年生が１学年４～５名程利

用している。この卒業生が、卒業後も長く親しんだ施設を利用した

いと希望される。この希望者数に対し、人員体制から受け入れ可能

人数を想定した数字。人員体制整備の上、定員増加の検討も必要だ

と考えている。 
（構 成 員）法人の財務状況について、元年度の赤字はあゆみの里建替えによる

ものだと説明があったが、３０年度も８千万円の赤字となっており、

この内容について伺いたい。恐らく前向きな投資を実施されたのだ

と思うが、次期中期計画策定にあたりどのように反映する予定か。 
（申請団体）あゆみの里の建替えは３０年度から２年間にわたり実施しており、

また土地の購入も行ったことから３０年度も赤字となった。この要

素がなければ法人は黒字経営だが、２年にわたり赤字を計上した事

実は変わらないので、当初５カ年の中期計画を策定した。事業のス

クラップアンドビルドの積極的な検討、収益性の高い事業の開始等

に中期計画の中盤以降取り組んでいる。３年度から開始する新中期

計画でもこれらを推進していく。もちろん、利用者あっての事業な

ので、利用者ニーズの把握に努め、また国や市の施策も学びながら、

計画を立てつつある段階。障害者の方たちが今後新たに求めるもの
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も大きな要素になると感じている。 
 

○ 構成員は、提案概要のヒアリングと質疑応答を受けて各自項目ごとの適否を記入 

その後、構成員全員で意見交換 

① 門司障害者地域活動センター 

（構 成 員）付帯意見はないようだが、その他特に取り組んでいただきたい点や

注意していただきたい点があればお伺いしたい。 
（構 成 員）ホームページ刷新に合わせて、積極的な広報や啓発等の情報発信に

取り組んでいただきたい。 
（構 成 員）それにあたっては SNS の管理規程作成等、情報管理の徹底も求め

られると思う。 
（構 成 員）地域との協働を図るための具体的な取組みが伺えたので、ぜひ今後

も積極的に取り組んでいただきたい。 
（構 成 員）今回の両法人に共通することだが、自己決定・自己選択を重視して

いる中で、選択肢を増やす意味においてもボランティア等の啓発も

含め、地域との交流には積極的に取り組んでいただきたいと思う。 
 
② 小倉南障害者地域活動センター 

（構 成 員）こちらも付帯意見はないが、同様に取り組んでいただきたい点、注

意していただきたい点等あれば。 
（構 成 員）次年度から始まる新中期計画では、財政基盤の改善及び強化に向け

た計画を、着実に策定・実行してほしい。 
（構 成 員）ボランティア育成や啓発に力を入れている点が評価できたので、継

続して取り組んでいただきたい。併せて、地域活動センターは「地

域に近い」ことが魅力の一つなので、ボランティアの受け入れ等に

留まらず、企業との連携、広報を中心とした情報発信にも今後力を

入れていただきたい。 

 
○ 各構成員の審査結果を取りまとめ、検討会を終了 


